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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年8月12日(2010.8.12)

【公表番号】特表2008-507582(P2008-507582A)
【公表日】平成20年3月13日(2008.3.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-010
【出願番号】特願2007-523664(P2007-523664)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  43/56     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/707    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/20     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/34     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  51/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/24     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  35/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/58     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  63/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/88     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/36     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  57/16     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/68     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  37/06     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/38     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  53/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  37/34     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/54     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  37/28     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/90     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  43/56    　　　Ｄ
   Ａ０１Ｎ  25/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/40    １０１Ｅ
   Ａ０１Ｎ  43/40    １０１Ｄ
   Ａ０１Ｎ  43/707   　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/20    　　　　
   Ａ０１Ｎ  47/34    　　　Ｇ
   Ａ０１Ｎ  51/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  47/40    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｎ  43/40    １０１Ｃ
   Ａ０１Ｎ  47/24    　　　Ｈ
   Ａ０１Ｎ  35/10    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/58    　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ  63/02    　　　Ｐ
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   Ａ０１Ｎ  47/02    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/88    １０１　
   Ａ０１Ｎ  43/36    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  57/16    １０２Ｂ
   Ａ０１Ｎ  43/68    　　　　
   Ａ０１Ｎ  47/12    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｎ  37/06    　　　　
   Ａ０１Ｎ  47/38    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｎ  47/24    　　　Ｊ
   Ａ０１Ｎ  53/00    ５０８Ｂ
   Ａ０１Ｎ  47/24    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｎ  47/34    　　　Ｃ
   Ａ０１Ｎ  37/34    １１０　
   Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ｆ
   Ａ０１Ｎ  37/28    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/90    １０１　
   Ａ０１Ｐ   7/04    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年6月25日(2010.6.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　（ａ）３－ブロモ－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－［（メチルアミノ）カルボニ
ル］フェニル］－１－（３－クロロ－２－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボ
キサミド（式１）、そのＮ－オキシドまたは塩

【化１】

と、
　（ｂ）（ｂ１）ネオニコチノイド；
（ｂ２）コリンエステラーゼ阻害剤；
（ｂ３）ナトリウムチャンネルモジュレーター；
（ｂ４）キチン合成阻害剤；
（ｂ５）エクジソン作動薬および拮抗薬；
（ｂ６）脂質生合成阻害剤；
（ｂ７）大環状ラクトン；
（ｂ８）ＧＡＢＡ調節クロリドチャンネルブロッカー；
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（ｂ９）幼若ホルモン模倣品（ｍｉｍｉｃ）；
（ｂ１０）式１の化合物以外のリアノジン受容体配位子；
（ｂ１１）オクトパミン受容体配位子；
（ｂ１２）ミトコンドリア電子伝達阻害剤；
（ｂ１３）ネライストキシン類似体；
（ｂ１４）ピリダリル；
（ｂ１５）フロニカミド；
（ｂ１６）ピメトロジン；
（ｂ１７）ジエルドリン；
（ｂ１８）メタフルミゾン；
（ｂ１９）生物剤；および
（ｂ１）～（ｂ１８）の化合物の塩
よりなる群から選択される少なくとも１種の無脊椎有害生物防除剤と
を含んでなる混合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
【化２】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６６】
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【表１８】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６９】
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【表２１】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３１９】
　従って、本発明は改善された組成物のみならず、農業的および非農業的環境の両方にお
ける節足動物のような無脊椎有害生物の防除のためのそれらの使用方法も提供する。本発
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明の組成物は無脊椎有害生物の高い防除効果を実証し；従って、殺節足動物剤としてのそ
れらの使用によって、作物生産コストおよび環境的負荷の減少が可能である。

　なお、本発明の特徴および態様を要約すれば以下のとおりである。
　１． （ａ）３－ブロモ－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－［（メチルアミノ）カ
ルボニル］フェニル］－１－（３－クロロ－２－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－５－
カルボキサミド（式１）、そのＮ－オキシドまたは塩
【化１】

と、
　（ｂ）（ｂ１）ネオニコチノイド；
（ｂ２）コリンエステラーゼ阻害剤；
（ｂ３）ナトリウムチャンネルモジュレーター；
（ｂ４）キチン合成阻害剤；
（ｂ５）エクジソン作動薬および拮抗薬；
（ｂ６）脂質生合成阻害剤；
（ｂ７）大環状ラクトン；
（ｂ８）ＧＡＢＡ調節クロリドチャンネルブロッカー；
（ｂ９）幼若ホルモン模倣品（ｍｉｍｉｃ）；
（ｂ１０）式１の化合物以外のリアノジン受容体配位子；
（ｂ１１）オクトパミン受容体配位子；
（ｂ１２）ミトコンドリア電子伝達阻害剤；
（ｂ１３）ネライストキシン類似体；
（ｂ１４）ピリダリル；
（ｂ１５）フロニカミド；
（ｂ１６）ピメトロジン；
（ｂ１７）ジエルドリン；
（ｂ１８）メタフルミゾン；
（ｂ１９）生物剤；および
（ｂ１）～（ｂ１８）の化合物の塩
よりなる群から選択される少なくとも１種の無脊椎有害生物防除剤と
を含んでなる混合物。
　２． 成分（ｂ）が（ｂ１）ネオニコチノイドから選択される化合物である上記１に記
載の混合物。
　３． 成分（ｂ）がイミダクロプリドである上記２に記載の混合物。
　４． 成分（ｂ）がチアメトキサムである上記２に記載の混合物。
　５． 成分（ｂ）がアセトアミプリド、ジノテフラン、イミダクロプリド、ニテンピラ
ム、チアクロプリド、チアメトキサム、クロルピリホス、メトミル、オキサミル、チオジ
カルブ、トリアザメート、デルタメトリン、エスフェンバレレート、インドキサカルブ、
ラムダ－シハロトリン、ブプロフェジン、シロマジン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン
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、ノバルロン、メトキシフェノジド、テブフェノジド、アバメクチン、スピノサド、フィ
プロニル、フェノキシカルブ、メトプレン、ピリプロキシフェン、アミトラズ、クロルフ
ェナピル、ヒドラメチルノン、ピリダベン、カルタプ、ピリダリル、フロニカミド、ピメ
トロジンおよびジエルドリンから選択される上記１に記載の混合物。
　６． 成分（ｂ）が式ｉ
【化２】

［式中、
Ｒ1はＣＨ3、Ｆ、ＣｌまたはＢｒであり；
Ｒ2はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＩまたはＣＦ3であり；
Ｒ3はＣＦ3、Ｃｌ、ＢｒまたはＯＣＨ2ＣＦ3であり；
Ｒ4aはＣ1～Ｃ4アルキルであり；
Ｒ4bはＨまたはＣＨ3であり；そして
Ｒ5はＣｌまたはＢｒである］
の化合物またはその農業的に適する塩である上記１に記載の混合物。
　７． 成分（ｂ）が（ｂ１）、（ｂ２）、（ｂ３）、（ｂ４）、（ｂ５）、（ｂ６）、
（ｂ７）、（ｂ８）、（ｂ９）、（ｂ１０）、（ｂ１１）、（ｂ１２）、（ｂ１３）、（
ｂ１４）、（ｂ１５）、（ｂ１６）、（ｂ１７）、（ｂ１８）および（ｂ１９）から選択
される２つの異なる群の各々からの少なくとも１種の無脊椎有害生物防除剤（またはその
塩）を含んでなる上記１に記載の混合物。
　８． 上記１～７のいずれか１項に記載の混合物の生物学的に有効な量、ならびに界面
活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤よりなる群から選択される少なくとも１種の追加の
成分を含んでなり、場合により少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化合物または薬
剤の有効量をさらに含んでなっていてもよい無脊椎有害生物の防除のための組成物。
　９． 成分（ｂ）が（ｂ１）ネオニコチノイドから選択される化合物であり、そして成
分（ｂ）対式１の化合物、そのＮ－オキシドまたは塩の重量比が５０：１～１：５０であ
る上記８に記載の組成物。
　１０． 成分（ｂ）が上記６に記載の化合物であり、そして成分（ｂ）対式１の化合物
、そのＮ－オキシドまたは塩の重量比が１００：１～１：１２０である上記８に記載の組
成物。
　１１． 土壌ドレンチ液体製剤の形態の上記８に記載の組成物。
　１２． 無脊椎有害生物またはその環境を上記１～７のいずれか１項に記載の混合物の
生物学的に有効な量と接触させることを含んでなる無脊椎有害生物の防除方法。
　１３． 環境が土壌であり、そして混合物を含んでなる液体組成物を土壌ドレンチとし
て土壌に適用する上記１２に記載の方法。
　１４． 無脊椎有害生物がシルバーリーフコナジラミ（ｓｉｌｖｅｒｌｅａｆ ｗｈｉｔ
ｅｆｌｙ）（Ｂｅｍｉｓｉａ ａｒｇｅｎｔｉｆｏｌｉｉ）である上記１２に記載の方法
。
　１５． 無脊椎有害生物がミカンキイロアザミウマ（ｗｅｓｔｅｒｎ ｆｌｏｗｅｒ ｔ
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ｈｒｉｐ）（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）である上記１２
に記載の方法。
　１６． 無脊椎有害生物がジャガイモヒメヨコバイ（ｐｏｔａｔｏ ｌｅａｆｈｏｐｐｅ
ｒ）（Ｅｍｐｏａｓｃａ ｆａｂａｅ）である上記１２に記載の方法。
　１７． 無脊椎有害生物がトウモロコシウンカ（ｃｏｒｎ ｐｌａｎｔｈｏｐｐｅｒ）（
Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ ｍａｉｄｉｓ）である上記１２に記載の方法。
　１８． 無脊椎有害生物がワタアブラムシ（ｃｏｔｔｏｎ ｍｅｌｏｎ ａｐｈｉｄ）（
Ａｐｈｉｓ ｇｏｓｓｙｐｉｉ）である上記１２に記載の方法。
　１９． 無脊椎有害生物がモモアカアブラムシ（ｇｒｅｅｎ ｐｅａｃｈ ａｐｈｉｄ）
（Ｍｙｚｕｓ ｐｅｒｓｉｃａｅ）である上記１２に記載の方法。
　２０． 無脊椎有害生物がコナガ（ｄｉａｍｏｎｄｂａｃｋ ｍｏｔｈ）（Ｐｌｕｔｅｌ
ｌａ ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）である上記１２に記載の方法。
　２１． 上記１に記載の混合物および噴射剤を含んでなる噴霧組成物。
　２２． 上記１に記載の混合物、１種もしくはそれ以上の食物材料、場合により誘引剤
、および場合により保湿剤を含んでなる餌料組成物。
　２３． 上記２２に記載の餌料組成物および該餌料組成物を受け取るように構成された
ハウジングを含んでなり、ハウジングがハウジングの外側の位置から無脊椎有害生物が該
餌料組成物に接近することができるように、無脊椎有害生物が開口を通過可能であるサイ
ズにされた少なくとも１つの開口を有し、且つハウジングが無脊椎有害生物の潜在的また
は既知の活性位置にまたはその付近に配置されるようにさらに構成されている無脊椎有害
生物の防除用トラップ装置。
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